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・陸上運動における学生の動きに対する認識のズレ(1)

一短距離走の実践についてー

1。はじめに

過去12年間授業を受けてきて,2年後には,

自ら指導するであろう陸上運動に対して学生がど

のような認識を持っているのか,体育科研究の授

業において質問したところ,極めて低いレベルの

返答が帰ってきた。

その原因は,従来の体育指導において,特に陸

上運動では,「できる」ことを重視し過ぎ,「わ

かる」ことを軽視してきたためではないか,と思

われる。その結果,動きをすることはできるもの

の,その動きのしくみについてはほとんどわかっ

ていないのではないだろうか。何回も練習してい

て,たまたま,ある時できたが,どこが変わった

からできるようになったかは,ほとんど理解して

いないと思われる。

このように,たまたまできた学生が教師になっ

たとき,できない生徒に対して,「とにかく練習

しなさい。できないのは練習不足である。」と決め

つけ,「ここが悪いから,ここをこのようになお

しなさい」といった指導ができないのではないか

と危具している。教師としては,「できる」だけ

でなく,「わかる」必要がある。さらに言えば,

できることよりもわかることのほうが重要である

とさえ思われる。もちろん,できることを軽視し

ているのではないことは,言うまでもない。

そこで,実際にできる課題について,どの程度

正確な認識を持っているかを明らかにしておく必

要を感じる。

ここでは,おそらく全員が難なくできるであろ

う陸上運動の短距離走をとりあげ,12年間の授

業で,どのような認識を育ててきたのかを明らか

にし,現在行われている陸上運動の指導において

問題点がないのか検討していきたい。

課題としては,①100M走におけるストライ
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ド,②100M走における速度の変化,③クラウ

チング・スタートとスタンディング・スタートの

比較,の8つをとりあげた。

2。ストライドについて

1)方法

学生自身が100mを走ったら,その1歩はどれ

くらいの長さになるか,予想をたてさせるために,

下に示した質問に答えさせた。

100m走における,あなたのストライド

(1歩の長さ)は,何Cmですか?

その後,全員に,実際に100mを走らせて,以

下の方法でストライドを求めた。まず,100m

疾走中の歩数をカウンターで2人に数えさせ,そ

の平均値を疾走者の歩数とする。そして.100m

を歩数で割ると,平均ストライドが算出される。

もちろん,最後の1歩がゴールラインより何Cm向

こうに着地したかによって,多少の誤差がでてく

るが,大きな違いはないと考え,簡便的にこの方

法を用いた。

2)結果

ストライドに対する予想と実際の測定値の平均

値,最大値,最小値,標準偏差を。表1に示す。

予想した者は185人いるが,ケガ・風邪などに

より4名が見学したため,測定した者は181名で

ある。

平均値を比較すると,予想は,実測値よりも50

Cm短かく,実際の値よりも少なく認識しているこ

とがわかる。この差は,0.1%水準で有意である。

最小値をみると,実際には最も少ないもので119

Cmであるが,5 0Cmと認識しているものがいた。
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表1 ストライドに対する予想と実測値の

平均値、最大値、最小値、標準偏差

次に,予想と実測値の差(実測値一予想)の度

数分布表を表2に示す。゜

表2 予想と実測値の差(実測値一予想)

の度数分布表

予想と実測値との差が,2 0cm未満の者は,

-324 -

12.7^にすぎず,8名に1名しかいないことに

なる。また,4 0Cm以上の者が,65%以上もい

る。4 0Cm以上の差を正しくないと考えれば,8

名に2名は間違った認識をしていたといえよう。

なお,予想よりも実測値の方が少なかったのは,

5名のみで,5名とも2 0Cm未満の差であった。

3。疾走速度の変化について

1)方法

学生自身が100mを走るとする。その時,0m

~2 5m. 2 5m~50m, 50m~7 5m, 75m~

100mのどこが速いだろうか。予想をたてさせる

ために,下に示した質問に答えさせる。その後,

184名のタイムを実際に計測した。

100m走において. 25 mずつ4区間に区切

ったとき,それぞれの平均速度は,どのよう

になるか。速い順に並べよ。

2)結果

最も速い区間について予想のうちわけは,表8

に示すとおりである。

表3 最も速い区間にっいての予想の度数分布

予想の理由を聞くと,Aと答えた者は,最も元

気だから速い,Dと答えた者は,ラスト・スパー

トをかけるから速い,BまたはCと答えた者は,

Aの区間では加速がないので遅く,Dの区間では

疲れるから遅く,BかCの区間が速くなるため,
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と答えた。BとCの違いは自分の最高スピードが

どこにあると考えるかによって異なるようである。

次に,最も遅い区間についての予想のうちわけ

を表4に示す。

入れ替わっても良いことにする。正解者は. BC

DAの頓と答えた89名(21.1%)と. CBDA

と答えた45名( 24.5^ )で. 50 %に満たない,

このことから考えると,疾走速度について,それ

ほど正確に認識できていないと考えて良いであろ
表4 最も遅い区間についての予想の度数分布 ・

つo

予想の理由を聞くと,Aと答えた者は,スター

トは,速度oから加速して行かなければならない

から遅い,Dと答えた者は,疲れてしまうから遅

い,Cと答えた者は,Dの区間が最も疲れてくる

がラストスパートをするので,その分だけCの区

間のほうが遅い,と答えた。

実際のタイムの平均値,標準偏差を表5に示す,

表5 各区間タイムの平均値,標準偏差

(人数= 18 4名)

各区間タイムは. BCDAの順に速かった。そ

こで,平均値の差を検定したところ,いずれの間

にも有意な差がみられた。

最も速い区間については,44%の者が正解で

あった。ただし,Bの区間のタイムとCの区間の

タイムの差が0.1秒以下であるので,Cの区間も

正解と考えると,85%の者が正解になる。最も

遅い区間については, 8 1%の者が正解になる。

この二つからみると,かなり正確に認識している

ように思える。

つぎに,4区間すべての順序についてみる。な

お,前述した理由により,Bの区間とCの区間は

このような速度の変化は,一流選手であっても,

一般人であっても,ほぽ同様に当てはまるもので

ある。

はたして,この結果が普遍的なものとしてとら

えられているのかどうかを確かめるために,下に

示した質問をしてみた。

あな↑こ↑こちが走った場合.BCDAの順に

速かったが,現在世界記録を持っている人が

100mを走ったら,どのような順になると思

うか?

DCBAの頓と答えた者が最も多く,78名

( 4 2.4 % )に達した。その理由は,一流選手なら

ば. 100mくらいでは疲れないので,どんどん加

速していくためと答えている。なお,正解である

BCDAもしくはCBDAと答えた者は,88名

(17.9%)にすぎなかった。

疾走速度の変化について,普遍的な原理として

十分認識されてはいないようである。

4。クラウチング・スタートとスタンディング・

スタートの比較について

1)方法

学生自身が50mを走るとき,クラウチング・

スタートで行う場合と,スタンディング・スター

トで行う場合と,どちらが速いか,予想をたてさ

せるために,下に示した質問に答えさせた。

クラウチング・スタートとスタンディング

・スタートと,どちらの方法で走ったほうが

速いと思うか?

その後,全員に両方のスタートで50mを走ら

せて,タイムを計測した。なお,どちらを先にさ

せるかによって,疲労の影響などがでてくるので,
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クラウチング・スタートを先に行う群とスタンデ

ィング・スタートを先に行う群に,ランダムにふ

りわけた。なお,クラウチング・スタートを行う

ときのみ,スターティング・ブロックを使用させ

た。

2)結果

160名の中で,クラウチング・スタートで走っ

た方が速いと答えた者が184名(88.7%),スタン

ディング・スタートで走った方が速いと答えた者

が26名(16.8%)であった。

クラウチング・スタートと答えた者の理由とし

ては,「オリンピック大会や世界選手権の100m

決勝のレースで全員クラウチング・スタートを行

っているのは,クラウチング・スタートの方が速

いからである。よって,自分たちが走るときでも

クラウチング・スタートの方が速い。」などがあげ

られる。

スタンディング・スタートと答えた者の理由と

しては,「うまくクラウチング・スタートをする

ことができればクラウチング・スタートの方が速

いが,自分たちではうまく使えないのでスタンデ

ィング・スタートの方が速い。」などがあげられる。

クラウチング・スタートとスタンディング・ス

タートによる実際のタイムの平均値,最大値,最

小値,標準偏差を表6に示す。

表6 クラウチング・スタートとスタンディング

・スタートによるタイムの平均値,最大値,

最小値,標準偏差(人数= 15 3名)
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平均値をみると。スタンディング・スタートの

方が,クラウチング・スタートよりも速く,その

差は,有意であった。このことから,大学生にお

いては,スタンディング・スタートで走る方が,

クラウチング・スタートで走るよりも速いことが

明らかである。

次に,個人としては,クラウチング・スタート

の方が速い者と,スタンディング・スタートの方

が速い者とどちらが多いかみてみよう。なお, 0.05

秒未満の差は測定誤差の範囲内と考え,「どちら

ともいえない」として集計した。

クラウチング・スタートの方が速かった者は89

名(25.8%)で,スタンディング・スタートの方

が速かった者は94名(6 1.0%)で,どちらとも

いえない者が21名(18.7%)であった。このこ

とから,大学生において,スタンディング・スター

トの方が速い者の数が,クラウチング・スタート

の方が速い者の数より多いことが明らかである。

つまり,半数以上の者が,クラウチング・スター

トの技術を12年間の授業で身につけてこなかっ

たことになる。

最後に,予想と自分の結果の一致(クラウチン

グ・スタートの方が速いと予想し実際にクラウチ

ング・スタートの方が速かった場合と,スタンデ

ィング・スタートの方が速いと予想し実際にスタ

ンディング・スタートの方が速かった場合)につ

いてみると,予想と自分の結果が一致した者は,

45名(29.2^)で,予想と結果が一致しなかった

者は,88名(57.1%)で,どちらともいえない者

は21名(18.7%)であった。このことから,ク

ラウチング・スタートの技術を身につけていない

だけでなく,「自分は,クラウチング・スタート

で走った方が速い」といった間違った認識をして

いる者が多いことが明らかである。

力学的にみて,本来ならば,クラウチング・ス

タートの方が速いはずなのに,クラウチング・ス

タートの方が遅い者が多かったのは,クラウチン

グ・スタートを正しく理解していなかったためと

考えられる。

クラウチング・スタートの利点は,大きく分け

て四つある。一つめは,スタンディング・スター

トに比べて,重心がキック足より前方にあり,加
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速がつけやすい。二つめは,身体が低く風圧を受

けにくい。三つめは,四点で支持するため,スタ

ンディング・スタートより安定し,フライングし

にくい。四つめは,スタンディング・スタートは

おもに下にけるのに対して,クラウチング・スタ

ートは後方へけることである。しかし,重心がキ

ック足より前方にかかり,後方へけるクラウチン

グ・スタートをしている者はほとんどなく,ただ

型だけをまねて,クラウチング・スタートの姿勢

から立ち上がって走りだしているものが多かった

そのようなクラウチング・スタートであれば,わ

ざわざ立ち上がる時間がいらない分だけ,スタン

ディング・スタートの方が速いのは当然である。

5。まとめ

以上,①ストライド,②疾走速度の変化,③ク

ラウチング・スタートとスタンディング・スター

トの比較,の三つの観点から,短距離走の実践を

見てきたわけであるが,いずれにおいても,学生

の認識と結果のズレがみられる。

なぜこのようなズレがみられるのであろうか。

そもそも,本来的にどうしようもないものなので

あろうか。

今回,このような計測を1度経験した者ならば,

同様の質問をされた時には,おそらく正しく答え

られるであろう。そうすると,いままでこのよう

な観点から,短距離走をみたことがなかったわけ

になる。

学生のレポートや自らの経験から考えてみると,

従来の体育指導においては,特に,陸上運動や水

泳において,とにかく,できることのみを重視し,

「できればよし,できなければできるまで続けな

さい」の傾向が強かった。できない場合には,悪

い点を指摘する指導者もいるが,その運動の根本

的な原理について説明を加えるまでには至ってい

ないのが現状であろう。

その証拠として,クラウチング・スタートの利

点を今までの授業で聴いたという者は,ごく少数

であった。ほとんどが,この方法が速いとだけ言

われて,ただそれらしきことを,言われるままに

してきただけであった。小学生には理解しがたい

かもしれないが,少なくとも中学生・高校生にお

いては,十分理解できるはずである。

クラウチング・スタートとスタンディング・ス

タートの例を出すまでもなく,運動や技術につい

て本当に理解していない限り,その運動や技術を

十分習得できないのは明らかであろう。

以上のことから,これからの体育指導において

は,従来のように,「できる」こと,すなわち,

結果重視だけではなく,根本的な原理について『わ

かる』こと,すなわち,プロセス(過程)をも重

視して指導する必要があるだろう。
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